
249

17.

616.447:616.61

上 皮 小體 ノ 病 理 組 織 學 的 研 究

(第1報)

腎 臓 疾 患ニ 於 ケル 上 皮 小體 ノ態 度ニ 就 テ
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From the pathological Department of Okayama medical College

(Director: Prof. Dr. H.. Tanabe).

Studies on the pathologic histology of parathyroid gland.

Report one.

The parathyroid gland on the kidney-diseases.

By

Dr. G. Aibara.

Recieved for Publication July 4 1933.

It is not infrequently reported that there appears the hyperplasia of parathyroid

gland on the various diseases, however, that of the kidney-disease is very scarecely
found in the literature, and especially its histological investigation is almost rare.

On autopsy, 81 parathyroid glands which were obtained from 24 cases of serious

chronic kidney diseases (age, from 9 to 80) and 154 parathyroid glands, from 62 cases of

various diseases, excluding the above disease, (age, from 6 to 78), as control, were

investigated by author and the result is as follows:-

1) Comparing the average of both the weight and the total amount of the three 

dimensions of parathyroid gland on the kidneydisease and its control, the former's

average weight of parathyroid gland is estimated 94.4mg. and the latter, 67.0mg. and

the total amount of the three dimensions on the kidney-disease is average 202.2cm and

its contral, 100.6cm.
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2) The parathyroid gland of the kidney-disease is uniformly rich of compact

structure, and the increase of the interstitial connective tissue or the lipomatosis is

not nearly recognized or scanty. On the main cells, the dark-main-cells decrease

remarkably, on the contrary, the light-main-cells increase enormously and such occupy

three quarters of the total cases. The most of the light-main-cell swell moderately or

are enlarged remarkably and the hyperplasia or the adenomatous proliferation is also

seen. The majority of the cases show a little or no more oxyophile cell, and it ersists

isolately or scatteredly. The colloid decreases. In the parathyroid gland of the control,

the dark-main-cells appear remarkably and the light-main-cells are vice versa. Mostly,

the oxyophile cells appear a little but they appear moderately in 4 cases of the control

and very remarkably in a case.

3) The hypertrophy, hyperplasia and the increase of the light-main-cell of parathy-

roid gland on the kidney-disease are considered to signify its hyperfunction by author.

And this may be also considered a change which has a close-relation with the calcium-

metabolism-disturbance or the bone-system-pathogenesis as is hitherto reported by

many authorities.

4) The parathyroid gland on the kidney-disease mostly shows hyperfunction.
Autoreference).
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第1章 緒 論

諸種 疾 患 ニ於 テ上 皮小體 ノ増 大 ヲ證 明 セル

報 告 ハ尠 カ ラザル モ腎臓 疾患 ニ於 クル 上皮 小

體 ノ態 度 ヲ檢 索 セル モ ノハ,文 獻 比較 的寥 々

タ リ.腎 臓 炎 ト上 皮 小體 トノ關 係 ヲ先 ヅ注意

セル ハmac Callumニ シテ氏ハ 腎 炎患 者 ノ上

皮 小體ニ 腺腫 形成ヲ 認 メ腎炎 ガ上皮 小體 増大

ノ原 因ト ナ リ得 ル コト ヲ推測 セ リ.Georgo-

pulosハ 上皮 小體ガ 尿毒 症 ノ際ニ 生 ズル特 殊

ナル毒物 ノ作用 ヲ抑 制 ス ル機 能ヲ 有 スト 考 ヘ

又Bauerハ 尿 毒症 ノ際 ニ上 皮小體 ノ機能 障

碍ヲ 來 スベ キ コ トヲ述ベ シモ未 ダ實 證 ヲ缺 キ

タ リ.Bergatrandハ 腎臓 疾患10例ニ 於 テ

上 皮 小體 ノ肥 大 ヲ認 メタル ガ解 剖 學 的竝ニ 組

織 學 的知 見ニ於 テ尚 ホ闡 明 ヲ要 スベ キ モノ ア

リ.

余ハ曩ニ田部教授指導ノ下ニ腎臓疾患屍ノ
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上皮小體ヲ檢索 シ屡々著明ナル組織學的變化

ヲ證明シ,既 ニ其ノ所見ノ一端 ヲ岡山醫學會

ニ概報スル トコロアリタルガ爾來更ニ多數 ノ

材 料 ヲ蒐 集 シ聊カ 系統 的 檢索 ヲ行 ヒタ ル ヲ以

テ茲 ニ其 ノ成績 ヲ發表 セン トス.

第2章 研究材料及ビ研究方法

研究 材料ハ「フオルマリン」ニ固定サ レタル剖檢

人屍 ノ頸部臓器 ヨリ採集セル上皮 小體ニ シテ主 ト

シテ本學教室ニ 貯蔵サ レタル材料 ナルモ一部分ハ

田部教授 ノ採集 ニカカル京都帝國大學醫學部病理

學教室竝ニ海軍々醫學校貯藏 ノ材料 ヲ使用セ リ.

腎臓疾患例材料 ハ高度 ナル慢性腎疾患ヲ有 シタル

屍體24例(9乃 至80歳)ノ 上皮小體81箇 ニシテ

對照例材料ハ諸種 ノ雜疾患例 ヲ包含スル62例(6

乃至78歳)ノ 上皮 小 體154箇 ナ リ・尚 ホ上 皮 小體

ト密 接 ナル關 係 ア リ ト認 メラ レタル疾 患 ノ多 ク ハ

對 照 例 ヨ リ除 外 セ リ.

上 皮小體ハ 「フオル マ リン 固 定 ノマ マ大 サ及 ビ

重 量 ノ測定 ヲ行 ヒ,後 「バ ラ フィ ン」切片 作製,「 ヘ

マ トキ シ リン・ エ オ ジン」 染 色,van Gieson染 色

又 ハ凍 結 切片 トシSudan III染 色 ヲ施 シテ檢 査 セ

リ.

第3章 對照例上皮小體所見

第1節 實 驗 例

各 例 ノ所 見 記 録 ハ煩 ヲサ ケ ンガ タメ病變 ノ臓 器

別 ニ ヨ リ某 ノ一 部 ヲ茲 ニ摘 録 シ他 ハ第1表 ニ一 括

セ リ.

1. 第7例 22歳 男.

病 理解 剖學 的診 斷(摘 要).化 膿 性腦膜 炎,亞

急 性 腎炎,肝 脂 肪化,肺 水腫.

上皮 小 體所 見.右 上5.0:2.7:1.4mm, 9mg.

左上5.0:2.8:1.4mm, 10mg.組 織 學的ニ 左右 上

皮小體 ハ共ニ 略 ボ同樣 ノ所 見 ヲ呈 ス,實 質 ハ索 状

又 ハ梁 材状 ヲナ シ.其 ノ間ニ 僅少 ノ結締 織 ヲ伴 ヘ

ル血管 走 行 ス,間 質結 締 織ニ 乏 シク一部 分水 腫 状

ヲナ ス,「 リボ マ トーゼ」ヲ認 メズ.主 細 胞 ハ主 ト

シテ暗 色 ヲ呈 シ中等 大 ニ シテ胞 體 多形 ナ リ,其 ノ

境 界 ハ明 瞭 ニ シテ胞體 内ニ ハ淡紅 色 顆粒 状質 ヲ以

テ 緻密ニ 充満 サ ル ルモ ノ多 シ,高 度 ナ ル透 明主 細

胞 ヲ見 ル コ ト極 メテ少 シ,嗜 酸性 細胞 ハ散在 性 ニ

認 メラ レー 部ニ 小 集 團 ヲ形成 セ ル ア リ.膠 樣質 ノ

存 在 ヲ認 メズ.

2. 第19例 31歳 男.

病 理解 剖 學 的診断(摘 要).直 腸 癌,悪 液 質,

脾 及ビ 腸間膜 轄 移癌.

上 皮 小體所 見.右 上5.0:3.7:1.0mm, 13mg.

右 下5.2:3.3:1.0mm, 10mg.左 上5.7:2.6: 1.2mm

13mg.組 織學 的 ニ各 上皮 小體 ハ 大體ニ 類似 ノ像

ヲ示 ス・ 實 質ハ 強 ク充 實 シ血管 ハ 血液 ニ乏 シ,間

質 結 締織少 ク又「リボ マ トーゼ」ヲ認 メズ,主 細 胞

ハ透 明型 極 メテ僅ニ シテ殆 ド全部 暗 色 型 ナ リ,胞

體 者 シク小,核 ハ小 圓,「 クロマ チ ン」ニ富 ミ甚 ダ

シク密 集 ス.或 部分 ニテ ハ暗 色 主 細胞 ガ小 臚胞 状

ヲ呈 シ,中 央ニ 「エ オ ジ ン」好染 性 ノ膠 樣 質 ヲ容 ル

ル モ ノア リ,嗜 酸性細 胞 ハ散在 性ニ 存 在 ス ル ノ ミ.

集 團 的 出現 ヲ見 ズ.膠 樣質 ハ左 上 ノ上 皮 小體ニ 於

テ 特ニ 多量ニ 認 メラ ル(附 圖第1圖 及ビ 第2圖).

3. 第20例 31歳 男.

病理 解 剖學 的 診斷(摘 要).剥 脱 性 紅皮 症,肺

水 腫,肝 褐色 萎 縮,鬱 血脾.

上皮 小體 所 見.右 上7.5:3.7:0.8mm, 18mg

47



252 相 原 義 一

實 質 ハ蜂 窩状 又 ハ梁 材 状 ヲ ナス,間 質組 織 ノ増 加

ヲ認 メ ズ,「 リボ マ トーゼ」ナ シ,血 管 ノ血液 充 盈

ハ 中等 度 ナ リ.主 細 胞ノ 大多 數 ハ中 等度 ノ暗 色 型

ニ シテ透 明 型 ハ之 ヨリ 少數ニ 出現 ス,一 般ニ 中 等

大多 角 状 ニ シテ 胞界 明 瞭 ナ リ.核 ハ正 圓,淡 キ泡

状 ナル モ ノ多 シ,主 細胞 群 ノ中央 部 ハ 明暗 兩型 竝

ニ其 ノ移 行 型 ノ細胞 混在 シ,周 邊 ニハ暗 色 型細 胞

ハ 略 ボー 層 ヲナ シテ配列 サ ル ル ヲ見 ル所 多 シ,嗜

酸 性細 胞 ハ散 在性 ニ認 メラルル ノ ミ,膠 樣質 ヲ現

サ ズ.

4. 第26例 36歳 男.

病 理解 剖 學 的診 斷(摘 要).骨 髄 性 白血 病,滲

出性 心嚢 炎,肝 脂 肪化.

上 皮 小體 所 見.左 上5.7:3.4:1.7mm, 15mg.

實 質 ハ蜂 窩 状 ヲ呈 シ血液 ノ充 盈 ナ シ,間 質結 締 織

ニ乏 シキ モ所 々 ニ僅 ナル「リボ マ トー ゼ」ヲ認 ム.

主細 胞 ハ中 等大 ニ シヲ大 多數 ハ透 明 型 ナ リ,其 ノ

間 ニ原 形 質 顆 粒稍 々粗 ナル暗 色 細胞 散在 ス,核 ハ

「ク ロマ チ ン」ニ乏 シク,泡 状 淡 明 ナ ルモ ノ多 シ,

嗜 酸 性 細胞 ハ散 在 ス ル モ ノ少ナ ク一 部ニ 於 テ中 等

大 ノ集 團 ヲ形成 ス,膠 樣 質 ハ極 メテ僅 微 ニ シテ 主

細 胞 間 ニ認 メ ラル.

5. 第31例 42歳 女.

病 理解 剖 學 的診 斷(摘 要).大 動豚 瘤,第2及

ビ第3肋 骨萎 縮,肝 脂 肪 化,腎 溷濁腫 脹.

上 皮 小體 所 見.右 上4.4:2.0:1.2mm, 7mg.

右 下4.0:1.7:1.0mm, 5mg.左 上5.0:2.6:1.2mm,

12mg.各 上皮 小 體 ハ略 ボ同 樣 ノ所見 ナレ ド左上 ノ

モ ノハ 間質 結締 織 ノ發 育稍 々著 シ,實 質 ハ一 般 ニ

蜂窩 状 又 ハ網 状 ノ配列 ヲ現 シ其 ノ間 ニ血 管 ヲ伴 ヘ

ル結締 織 ノ増 加 スル ヲ見 ル,淋 巴間 隙 ノ擴張 稍 々

著 シキ モ,血 管 ノ充盈 ハ著 シカ ラズ,散 在 性 ニ輕

度 ノ「リボ マ トーゼ」ア リ.主 細胞 ハ一 般ニ 中等 大

ニ シテ胞 界 明瞭,主 トシテ暗 色 型 ナ レ ドモ原形 質

ハ 濃密 ナ ラザ ル モ ノ多 シ,透 明型 竝ニ 移 行型 ノ細

胞 モ共 ノ間ニ 可 ナ リノ數 ニ於 テ介 在 セ リ,膠 樣質

ハ 「エ オ ジ ン」 淡染 性 ニシテ 小 ナル臚 胞 状集 團 ヲ

ナ ス主細 胞 ノ中 心ニ 現 ル ル モ ノ多 シ,嗜 酸 性細 胞

ハ 散在 性ニ 或 ハ周 邊 部 ニテ ハ小集 團 ヲナ シテ存 在

ス.

6. 第40例 48歳 男.

病理 解 剖學 的診 斷(摘要).肺 臓 癌,胃 圓形 潰

瘍,左 腎腺 腫,大 動豚 硬變.

上皮 小體 所 見.右 上3.6:2.8:1.9mm, 12mg.

左 上6.7:3.0:1.3mm, 14mg.左 下3.0:3.0:0.5mm,

7.0mg.實 質 ハ小 葉 状又 ハ梁材 状構 造 ヲ呈 ス,間

質 結 締織 ノ發 育 一般 ニ強 キモ殊ニ 右 上 上皮 小體 ニ

於 テ高 度 ナ リ,總 ベテ「リボ マー トーゼ」ヲ認 メズ,

主 細胞ノ 大多 數 ハ胞 體著 シク小 ニシテ 境 界 不明 ナ

ル モ ノ多 シ,原 形 質 濃密 ニ シテ暗 色度 強 シ,核 ハ

小 圓形 ニテ 「ク ロマチ ン」ニ富 ム,左 下 上皮小 體 ニ

於テ 中心 部 ニ近 ク限 局性 ニ透 明主 細 胞 ノ少 許 出現

セ ル トコ ロア リ,胞 體著 シク膨脹 シ臚 胞 状配列 ヲ

呈 シ中心ニ 膠 樣質 ヲ容 ル,嗜 酸 性 細胞 ハ散 在 性 ニ

認 メラル,膠 樣質ハ一 般 ニ豐 富ニ 存在 シ殊ニ 右上

皮 小體ニ 於 テハ甚 ダ多量 ニ現 ル.

7. 第43例 51歳 男.

病理 解剖 學 的診 斷(摘 要).陰莖 癌,全 身 貧血,

心肝 脾 ノ萎 縮.

上皮 小體 所 見.右 上5.5:2.6:1.1mm, 10mg.

左 上6.0:3.8:1.4mm, 14mg.左 下5.1:2.3:1.4mm,

10mg.各 上皮 小體 ノ組 織 學的 所見 ハ略 ボ同樣 ナ

リ.實 質 ハ 蜂〓状又ハ 梁 材状 ニ充 實 ス.間 質 結 締

織 僅 ニ増 加 シ,「 リボ マ トーゼ」モ輕 度 ニ認 メ ラル,

血管 ハ中 等度ニ 充 盈 ス,主 細胞 ハ主 トシテ暗 色 型

ニ シテ 胞 體小,原 形 質濃 密 ナ ルモ ノ多 シ,境 界 ハ

明 瞭,核 ノ「ク ロマ チ ン」豐 富 ナ リ.透 明型 及 ビ移

行 型 ヲ見 ル コ ト甚 ダ少 シ,嗜 酸 性細 胞 ハ少 数 ニ シ

テ散 在性ニ 小 集 團 ヲ示 ス,膠 樣質 ハ 主細 胞 ノ間 ニ

僅 微ニ 存 ス.
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8. 第52例 56歳 女.

病理 解 剖學 的 診断(摘 要).卵 巣癌,肺,大 網

轉移 癌.

上 皮 小體 所見.右 上7.8:3.2:1.8mm, 16mg.

實質ハ一 樣 ニ強 度ニ 充實 ス,結 締織 多少 増 加 ス,

「リボ マ トーゼ」ヲ見 ズ,血 管僅ニ 充 盈 ス,主 細 胞 ハ

多 クハ小形ニ シテ胞界明瞭,大 多數ハ原形質稍 々

粗 ナル暗色型 ナリ,透 明型及 ビ移行型細胞 モ其 ノ

間ニ少數介在ス,極 メテ散見的 ニ大形透明型 ノ現

ルルアリ,嗜 酸性細胞ハ僅少ニ散在 ス,膠 樣質甚

ダ少量ナ リ.

第1例 對照例上皮小體所見
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第2節 上 皮 小 體 所 見 概 括

1. 大サ及 ビ重量

對 照例ノ 上皮小體ハ全數ヲ完全ニ採集 シ得ザ リ

シ例モ多 キ故,第1表 ニハ各例上皮小體中最大及

ビ最重ナルモノノミヲ掲 ゲタリ.其 ノ内上皮小體

4箇 ヲ完全 ニ採檢 シ得 タル13例(第2例 ハ年齢幼

少ナル ヲ以 テ除外 ス)ニ 就キ茲ニ 各例上皮小體 ノ

大サ及 ビ重量竝ニ 其 ノ總 和ヲ示 セバ第2表 ノ如 ク

ニシテ各例ニ於ケル全部 ノ上皮小體 ノ重量總和ハ

平均67.0mgニ シテ3徑 積總和 ノ平均 ハ100.6cmm

ヲ算セ リ.

2. 組織學的所見.

對照例上皮小體 ノ所見 ヲ通覧スルニ實質ハ充實

ヲ示 スモ ノ多 ク,結 締織竝ニ脂 肪組織 ノ増殖ヲ見

ルモノ甚 ダ少 シ,主 細胞 ハ實質 ノ大部分 ヲ占メ,

大多數ハ暗色型 ノ出現甚 ダ高度 ニシテ,透 明型ハ

概 シテ微弱ニ現ルルニ過 ギズ.暗 色細胞 ガ透明細

胞 ニ比 シテ著 シク僅微ニ見 ラレタル例ハ 第13例,

第26例,第30例,第47例 ノ4例 ナ リキ.

今 各例上皮 小體ニ於 ケル透明主細胞 ト暗色主細

胞 トノ出現 ノ強度ヲ比較スルニ透明型ガ暗色型 ヲ

凌駕 セルモノ7例,透 明型 ト暗色型 トガ略ボ同程

度 ニ出 現 セル モ ノ12例,而 シテ暗 色型 ガ透 明 型 ヨ

リ多 量 ニ出 現 セルハ43例 ナ リ.即 チ余 ノ檢 査 セ ル

諸種疾 患 ヲ包括 セ ル對 照 例 ノ上皮 小體 ハ大多 數 ニ

於テ 透明 主細 胞 ノ出現 著 シ ク少 シ.

嗜 酸 性細胞 ハ 大多 數 ノ例 ニ於 テ 出現 少 量 ニ シテ

比較 的高 度 ニ認 メラ レシハ 第37例(腦 溢血)ノ1

例ノミ ニ シテ,中 等 度 ニ散 在 セ ルハ第17例(化 膿

性蟲 樣 突起 炎),第35例(子 宮癌),第39例(幽 門

癌).第55例(腸 「チ フス」)ノ4例 ナ リ.膠 樣質

モ輕 微 ナ ル例大 多數 ヲ占 メタ リ.

對照 例 ノ多 ク ハ其 ノ組織 學 的所 見 ト年 齢或 ハ疾

病 トノ間ニ 何等 ノ關 係 ヲモ見 出 シ得 ザ リシガ,骨

髓 性 白血病 例(第4,第26,第30例)ノ 上皮 小體

ニ於 テハ殊 ニ主細 胞 ニ於 テ稍 々注 目スベ キ所 見 ニ

接 シ タ リ.即 チ第4例 ハ主 細 胞 ノ透 明型 ガ暗 色 型

ヨ リ量ニ 於 テ少 シク劣 ル ト雖 モ猶 ホ比較 的多 數 ニ

現 レ,細 胞 多 クハ中 等度ニ 膨 大 シ且 部分 的ニ 増 殖

ヲ示 セ リ.

第26例 及 ビ第30例 ハ暗 色主 細胞 ハ著 シク微 量

ニ シテ透 明 型 ガ著 シ ク高度 ニ出現 シ尿 毒 症例ニ 於

ケル ト類似セ ル所 見 ヲ呈 セ リ.

第2表 對照例上皮小體ノ重量及 ビ大サ
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第4章 腎臓疾患例上皮小體所見

第1節 實 驗 例

腎 臓 疾 患 例ニ 於 ケル 上皮 小體 ノ主 要所 見ハ 第3

表ニ 概 括 シ茲 ニハー 部 ノ例ニ 就 キ摘 録 セ ン トス.

1. 第4例 24歳 男 早 發性痴 呆症.

病理 解 剖學 的 診斷(摘 要).腎 實質變 性.胃 ノ

點 状 出血 及 ビ加 答兒.心 臓 擴 張.

上 皮小 體所 見.右 上8.0:4.5:2.0mm, 30mg.

右 下7.0:4.0:2.0mm, 22mg.左 上5.0:4.0:2.5mm,

17mg.左 下5.5:4.0:2.5mm, 20mg.實 質ハ 一般

ニ充 實 強 ク,間 質結 締 織 ハ多 少 ノ増 加 ヲ見 ル モ,

脂 肪細 胞 ノ發育 ハ極 メテ乏 シ.充 血高 度 ナ ル所多

シ.主 細胞 ハ大 多數 原 形 質顆 粒少 ク透 明 ノ内容 ヲ

有 シ中 等大 ノ大 サ ナ リ.暗 色 型 ノ細胞 ハ極 メテ少

シ.核 ハ多 ク ハ中等 大「クロマ チ ン」顆 粒ニ富 ム.

一 部 分 ノ主 細胞 ハ原形 質ニ 乏 シク小 形 ニテ著 シク

稠 密ニ 集 合 ヲ示 ス トコロ ア リ.核 モ小 ニテ濃染 ス.

此小 形 主 細胞 ノ一 部 ハ透 明 原形 質 ヲ有 シ前述 大 型

透 明主細 胞 ヘ ノ移 行像 ヲ示 ス.嗜 酸性 細胞 ハ孤 立

的ニ 少 數發 見 セ ラル.一 部 ノ上皮 小體 ニテ ハ主細

胞間ニ 膠 樣質 ノ蓄積 稍 々著 明 ナル モノ ア リ.

2. 第8例 39歳 女 尿毒 症.

病 理解 剖學 的 診斷(摘 要).萎 縮 腎,陳舊 性 腦

出血,左 肺 結核.

上 皮小 體所 見.右 上11.0;2.0:2.0mm, 24mg.

右下6.0:4.0:2.0mm, 25mg.左 上6.0:2.5:1.5mm,

12mg.左 上3.0:1.5:1.5mm, 5mg.左 下6.0:3.5

:2.0mm, 15mg.實 質 ハ大 部分 充 實性 ナ リ,周 邊

部 ノ一部ニ 於 テ脂 肪細胞 ノ發 育良 好 ナ リ,主 細 胞

ハ透 明 型及 ビ暗 色型 共 ニ多 數ニ 混 在 シ中 等大 ナ ル

モ ノ多 シ,透 明 主細胞 稍 々 多數 ナ リ,實 質 ノ一 部

ニ於 テ ハ主 細胞集 團 ノ中央 部細 胞ニ 膨 大,破 壊 又

ハ融解 ヲ認 メ,時 ト シテ 此部 分 ニ輕 キ出血 ヲ伴 ヒ

又 ハ殆 ド全 ク稀薄 膠樣 液ニ 化 セルモ ノア リ,周 邊

部 ノ主 細胞 ハ周圍 ノ間質 組織 ニ接 シテ圓柱 状 又 ハ

骰 子形 ヲ示 シ1列 ニ並列 シ腺樣 構造 ヲ示 ス ア リ,

腺 腫樣 變 化 ヘ ノ種 々 ナル移行 像 ヲ認 ム.嗜 酸 性細

胞 ハ散 在 性ニ 少 數 ヲ見 ル ノ ミ.膠 樣 質 極 メテ 乏 シ.

3. 第9例 40歳 男 尿 毒 症.

病理解 剖 學 的診 斷(摘 要).兩 側眞 性萎 縮腎.

心臓 肥 大擴 張,脾 萎 縮,副 腎 髓 質肥 大.

上 皮小體 所 見.右 上8.0:3.5:1.5mm, 29mg.

右 下6.5:4.5:2.5mm, 50mg.左 上8.5:4.0:15mm,

30mg左 下7.0:3.0:1.5mm, 20mg.實 質 ハ高 度

ノ充實 ヲ示 シ,間 質組 織 ノ増 加 ヲ見 ズ,主 細 胞 ハ

殆 ド總 ベテ透 明 ノ度 強 ク大形 ノモ ノ多 シ,胞 體 強

ク膨 大 シ,多 稜 形 ヲ ナシ境 界 鮮 明,核 ハ 「クロマ

チ ン」 網 稀薄 泡 状 ニ シテ 中心 性或 ハ 偏在 性ニ 位 置

ス,暗 色型 細胞 ハ僅少 ナ リ,嗜 酸 性細 胞 ハ 諸所 ニ

集 群状 ニ出 現 ス,膠 樣 質 ヲ證 明 セズ.

4. 第10例 42歳 男 腎 性心 臓機 能 不全.

病理 解 剖學 的 診斷(摘 要).萎 縮 腎,動 豚 硬變,

睾 丸 萎縮.副 腎 髓質 肥 大.

上皮 小體 所見.右 上9.3:3.7:2.8mm, 45mg.

右 下9.2:5.5:2.8mm, 53mg.左 下6.6:4.7:2.0mm,

20mg.實 質ハ一 般 ニ著 シク充 實 シ分 葉 ノ状 著 明

極 メ テ間質 ニ乏 シ,「 リボ マ トーゼ」ヲ認 メ ズ,血 管

充盈 セズ,主 細胞 ハ蜂 案状ニ 集 リ殆 ド總 ベ テ透 明

高 度 ニ シテ著 シク膨大 セル細 胞 ノ ミヨ リ成立 ス,

暗 色型 細胞 ハ極 メテ 稀少 ナ リ,透 明 型 細 胞 ハ 諸所

ニ於 テ臚 胞 状 ヲ呈 シ中心ニ 少 量 ノ膠 樣 質 ヲ容 ル ル

モ ノ多 シ,殊ニ 周 邊 部 ニハ 數 箇 ノ小嚢 腫 ヲ認 メ膠

樣 質 ヲ充 タス,主 細 胞 ノ核ハ一 般 ニ淡 明 ニ シテ極

メ テ稀少 ナ レ ドモ間 接分 裂 像 ヲ證 明 ス.嗜 酸 性細

胞 ハ甚 ダ僅 少 ナ リ.

5. 第15例 47歳 女 尿 毒症.

病 理解 剖學 的 診斷(摘 要).腎 蛋 白性 及 ビ脂 肪
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變 性,化 膿 性 漿 液性 心 嚢炎,脾 腫,結核 性 小腸 潰 瘍.

上 皮 小體 所 見.右 上5.0:3.0:2.0mm, 15mg.

右下8.0:4.0:2.0mm, 28mg.左 上5.0:4.0:25mm,

16mg.左 下9.0:5.0:2.0mm, 45mg.實 質 充 實著

シキ モ周 邊 部ニ 脂 肪細 胞 ノ多 數 出現 スルモ ノア リ

結 締織 モ稍々 豐 富 ニ存 在 ス.主 細 胞 ハ透 明型 竝 ニ

暗 色 型共ニ 多 ク出 現ス,嗜 酸 性 細胞多 數 出 現 シ諸

所ニ 群 在集 團 ヲ形 成 スル モ ノ多 シ.膠 樣質 ハ僅 微

ナ リ.左 下上 皮 小 體 ノ切片 標 本 ニ於 テ周 團 ハ普 通

ノ上皮 小 體組 織ニ 包 マ レ タル腺 腫 ノ形 成 ヲ認 ム,

腺腫 組 織 ハ略 ボ中央 部 ヨ リ發生 シ此部 分ニ 於 テ ハ

上皮小體 ト漸次ニ移行スルヲ見ルモ他 ノ部ニ於テ

ハ周園組織 ト明確ニ結締織被膜 ニヨ リ界セ ラレ,

長圓形 ヲナシテ増殖 シ周圍組織ヲ壓迫 セ リ.腺 腫

ハ主細胞 ヨ リナ リ嗜酸性細胞 ヲ缺 ク,根 部附近 ノ

實質細胞群ハ密 實ナルモノ多 キモ腫瘍 ノ中心及 ビ

先端部ニテハ主細胞 ガ骰子形又ハ圓柱形 ヲナ シ單

層ニ並列 シ腺樣構造ヲ示シ,多 クハ擴大セル内腔

ヲ有 シ絮状 ノ内容 ヲ容 ル,細 胞原形質 ハ透明化セ

ルモノ多 シ,腫瘍部ハ血管ニ富 ミ血液充盈 ス,血管

周圍及 ビ實質 ト間質 トノ中間ニハ淋巴腔 著シク擴

大 シ水樣透明物質充満ス(附 圖第5圖及ビ第6圖).

第3表 腎臓疾患例上皮小體所見
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第2節 上皮 小 體 所 見 概 括

1. 大 サ及 ビ重 量.

腎臓 疾患 例ハ24例 ナ レ ドモ,上 皮小體 ヲ4

箇 以上 採 檢 シ得 タル ハ12例 ナ リ,之等 各例 ニ

於 ケル上 皮 小體 及 ビ重量竝ニ 其 ノ總 和 ヲ示 セ

バ第4表 ノ如 シ,而 シテ各例ニ 於 ケル全上 皮

小 體 ノ重 量總 和 ノ平均ハ94.4mgニ シテ3徑

積 總 和 ノ平 均 ハ202.2cmmナ リ.

第4表 腎臓疾患例上皮小體 ノ重量及 ビ大サ
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2. 組織 學 的 所 見.

腎臓 疾患例 ノ上 皮小體ハ 一樣ニ 實質 密 實 ノ

程 度 強 ク,問 質結 締織 ノ増 加 或 ハ 「リボ マ ト

ー ゼ」 ヲ認 ムル モノハ僅少 ナル カ 又 ハ輕 微 ナ

リ.主 細胞 ハ暗色 型細 胞 ノ減 少著 明 ニ シテ透

明 型細 胞 ノ出現 高度 ナル 例甚 ダ 多 ク全 例 ノ4

分 ノ3ヲ 占 ム,殊ニ 透 明細 胞 ガ殆 ド全 實 質 ヲ

占 ムル ガ如 キ上 皮小體 ヲ6例ニ 於 テ認 メタ リ

(第1, 2, 4, 9, 10, 17例).暗 色 主細胞 ガ透明

主細 胞 ノ數 ヲ凌駕 セル ハ2例ニ 過 ギズ,暗 色

主細 胞 ハ微 細 顆粒 状原 形質 ヲ示 シ胞體 ハ小形

又 ハ 中等 大 ナ リ.透 明 主細 胞 ハ胞 體 中等大 ナ

ル モ ノアル モ時 トシテ著 シク膨大 シ甚 シキ場

合 ハ隣接 セル細 胞ト ノ境 界不鮮明 トナ リ2, 3

ノ細胞 互ニ 融 合 セル如 キ觀 ヲ示 ス ア リ,水 樣

透 明 ノ内 容 ヲ強 ク充満 シ其 ノ間ニ 極 テ細 微ナ

ル 絲状 網 梁及 ビ僅 少 ノ顆 粒 ヲ證明 スル ア リ,

核 ハ中心性 又 ハ偏 在性ニ シテ透明 内容 ノ充満

著 シキ細 胞 ニ ア リテハ濃縮 状 ヲ呈 スル モ ノア

リ,透 明 主細胞 ト暗 色 主細 胞 トノ間 ニハ種 々

ノ移 行型,中 間型 ノ主 細胞 ヲ認 ム.部 位 ニ ヨ

リテ之等 ノ主細胞ハ 結 節 状集群 ヲ形 成 シ實 質

肥大 ヲ示 セル トコロ ア リ,又 少 數 ノ細 胞集 リ

テ濾 胞状 又 ハ「ロゼツ テ ン」状 ノ構造 ヲ示 ス,

第8,第14及 ビ第15例 ノ上皮 小體ハ 一部 主

細胞 ガ著明ニ 腺樣 構 造 ヲ呈 シ,殊 ニ第15例 ニ

ア リテハ腺 腫 ヲ發生 セ リ.

嗜酸 性細 胞 ハ過半 ノ例ニ 於 テ出現 スル コ ト

極 メテ僅少又 ハ陰性 ナ リ,其 ノ他 ハ輕 度 又ハ

中等 度 ノ出現ヲ 認 ムル モ高度 ニ存 在 セシ例 ナ

シ,即 チ孤 立 シテ散 見 スル 場合 多ク集 團 ヲ形

成 スル コ ト極 メテ少 ナ シ.透 明 主細 胞 ノ出現

顯 著 ナル部 分 ニ ア リテハ嗜 酸性 細胞 ハ周 圍 ノ

主細胞ニ 壓 迫 セ ラ レテ多稜 形 ヲ呈 シ核 ハ中央

ニ小 サ ク濃縮 セル モ ノ多 シ,集 團 的 ニ出現 ス

ル場 合(20例 左 下上 皮小體)ニ ア リテ モ嗜 酸

性 細胞 ノ大 多數 ハ原 形 質 ノ嗜 酸度 ヲ減 ジ膨 大

著 明 ナ リ.其 ノ間ニ 「エオ ジン」ニ好染 スル嗜
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酸性細胞が少數壓迫 サレ萎縮 シテ介在ス.尚

ホ「エオ ジン」淡染性嗜酸性細胞ノ一部分ハ更

ニ原形質顆粒ガ微少 トナリ液化ノ状ヲ示 シ透

明主細胞ヘノ移行型ニ近キモノア リ嗜酸性細

胞 ト主細 胞ト ノ間 ニ ハ連續 シテ種々 ノ程 度 ノ

形態 的移 行細 胞 ノ存 在 ア リ.膠樣 質 ハ多 量 ニ

蓄積 セラル ル ヲ見 ズ,「 エオ ジ ン」淡 染少量 ナ

ル例 大多 數 ナ リ.

第5章 總括 及 ビ考按

前章記述ノ對照例竝ニ腎臓疾患例ノ上皮小

體所見ヲ通覧比較 スルニ,各 例ニ於ケル全上

皮小體 ノ重量ヲ合計セル平均 ハ對照例ニテハ

67.0mgニ シテ腎臓疾患例ニテハ94.4mgナ

リ,又 各例ノ全上皮小體ノ3徑積 總和ノ平均

値ハ對照例ニテハ100.6cmmナ ルニ對 シ腎臓

疾患例ニアリテハ202.2cmmヲ 算セリ.上皮

小體ノ3徑 積ハ實際ノ大サヲ指示スルモノニ

非ザルハ勿論ナルモ,上 皮小體相互ノ大サヲ

比較スル上ニ大略準據トナシ得ベク即チ腎臓

疾患例ノ上皮小體ハ大サ及 ビ重量共ニ對照例

ノ上皮小體ニ比シヲ著明ナル増加アルヲ認ム

而シテ之等上皮小體ガ著 シク實質性ナル所見

ニ基キ之ハ主 トシテ腺實質ノ肥大増生ニ因由

スルモノナルヲ知ルベ シ.

腎臓疾患例ノ上皮小體ハ組織學的ニ更ニ特

異ナル所見アリ即 チ對照例ノ上皮小體ニテハ

暗色主細胞ノ出現著 シク透明主細胞ハ少キニ

反シ,腎 臓疾患例ノ上皮小體ニテハ透明主細

胞ノ出現極 メテ顯著ナル例甚ダ多ク尚ホ主細

胞ノ増生又ハ腺樣構造ノ形成 ヲ見ルモノ尠カ

ラズ.殊ニ 尿毒症ヲ合併セル例ニアリテハ敍

上ノ變化概ネ高度ニシテ,加 之著明ナル腺腫

樣増殖ヲ認 メタル例アリ,又 嗜酸性細胞ハ萎

縮減少セルモノ多ク且膠樣質モ存在僅微ナル

例多數ナリ.

以上ノ所見ニ徴スルニ上皮小體ハ腎臓疾患

ニ際 シテ屡 々一定 ノ形 態學 的變 化 ヲ呈 ス ル モ

ノ ニ シテ實 質 細胞就 中主細 胞 ノ肥 大増 生竝 ニ

透 明 主細胞 ノ高度 ナル 出現 ハ其 ノ固 有 ノ所見

ト見 ルベ キ モノ ノ如 シ.

文 獻 ヲ渉獵 スル ニ,上 皮 小體増 大 ヲ認 メタ

ル諸 家 ノ例ニ 於 テ時 トシテ腎 臓 病變 ヲ合 併 セ

ル記 載ニ 接 スル コ ト稀 ナラズ.Bauerハ 骨軟

化症 ヲ伴 ヘル上 皮小體 ノ腫 瘍 ノ1例 ヲ報 告 セ

シガ同例 ハ高度 ノ萎縮 腎 ヲ伴 ヒ尿 毒症 ニ テ死

亡 セ シモ ノニ シテ骨軟 化症 ハ寧 ロ極 メテ輕 微

ナル ニ過 ギズ,而 モ上 皮 小體 ノ1箇ニ 腺 腫 ヲ

他 ノ3箇 ニ ハ腺 様 増殖 ヲ認 メタル モ ノナ リ.

Gjestland, Harbitz等 ノ報 告例 モ腎臓 疾患 ヲ

合 併 セ リ,Erdheimノ 報 告 セル上 皮 小體 増

大 ヲ伴 ヘル 骨軟 化症 ノ8例 中7例 ハ腎臓疾 患

(腎 炎,腎 膿 瘍,萎 縮 腎 等)ヲ 合 併 セ リ,又 腎

臓 疾患 々者ニ 於 テ上 皮小體 ノ増 大 或 ハ腺 腫 形

成 ヲ認 メタル ハmac Callum, Bergstrand,

Bulger, Diaon and Barr及 ビBergstrand

等 ノ報 告 ア リ.以 上 ノ如 ク腎臓 障碍 ニ際 シ上

皮 小體 ノ増 大 ヲ認 ムル コ トアル ハ諸家 ノ観 察

ア リ,然 レ ドモ其 ノ組織 學 的所 見ニ 至 リテハ

記載區 々 ニシテ一 定 ノ關係 ヲ明 カ ニセル モ ノ

ナ シ.

腎臓 疾患 例 ノ上 皮 小體 ニ於 テ透明 主細 胞 ノ

出現 待ニ 著 シク殊ニ 尿毒 症例 ニ於 テ高度 ナ ル

コト ハ已ニ 吉村,田 部 ノ實驗 例 中 ニ モ之 ヲ観
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ル ヲ得 ベ キ モ,氏 等 ハ未 ダ其 ノ腎 臓疾 患 トノ

關係 ニ就 テハ述ブ ル トコロナ カ リキ.敍 上 余

ノ認 メ タル腎臓 疾患 例 ノ上 皮小 體 ニ於 ケル透

明 主細 胞 ノ増 加 ヒル事 實 ハ腎臓 障 碍ニ 於 ケル

上 皮 小體 ノ機 能 状態 ノ闡明ニ 向 ヒテ重要 ナル

意 義 ヲ有 スベ シ.抑 モ上 皮 小體主 細胞 ノ機 能

的 意義ニ 就 テハ現 今尚 ホ諸 家 ノ見解 一 致 スル

ニ至 ラズ.Getzowa,徳 光,Ritter, Harvier,

Hartwich等 ハ暗 色主細 胞 ヲ目 シテ活動 型 ト

ナ シ,透 明 主細 胞 ヲ休 止型ト 見做 スニ對 シ,

Erdheim, Petersen, Schall,吉 村,田 部 等 ハ

透 明 主細 胞 ヲ以 テ最 モ分 泌亢 進 セル活 動期 ニ

アル モ ノ トナ セ リ.余 ノ觀 察 スルト コロニ據

ル ニ透明 主細 胞 ハ暗色 主細 胞 ト種 々ナル程 度

ノ移 行型 ヲ以 テ連續 セル 主細 胞 ノ一 機 能状 態

ニ他 ナ ラズ,暗 色主細 胞ニ 於 テ見 ラルル緻 密

充満 セル 顆 粒 ガ漸 次ニ 液化 融 解 シ水樣 透 明 ノ

内 容 ヲ充満 セル細胞 ニ轉 化 セル モ ノニ シテ透

明 性 内 容 ノ充満 甚 グ シキ トキ ハ胞體 著 シク膨

脹 シ核 モ強 ク壓迫 セラ レラ濃縮 シ時 トシヲハ

相隣 接 セル細 胞 ノ境 界 ヲ失 ヒテ2, 3ノ 細 胞 ガ

互 ニ癒 合 セル ガ如 キ状 態 ヲ示 ス モノア リ,從

ヒテ透 明 主細 胞 ハ從來 一部 ノ人 々 ニ ヨ リ説 カ

レ シガ如 ク單 ナル分泌 顆 粒 放 出後 ノ空虚 状態

ト見做 スベ キ ニ非 ズ シテ分 泌亢 進 期ニ 在 ル細

胞 ナル ベ キハ明 瞭 ナル事 實 ナ リ トス.主 細胞

ヨ リ透 明性 物質 ガ分 泌 セラル ベ キ コ トハ主 細

胞群 周 圍 ノ淋 巴腔 が時 トシラ透 明性 物 質 ノ充

満 ニ ヨ リテ強 ク擴 張 セ ラルル場合 アル ニ徴 シ

テ モ窺知 シ得 ル トコロナ リ.

之 ヲ要 スル ニ余 ハ透 明 主細 胞 ヲ以 テ分 泌 亢

進状 態 ニ アル活 動 型細 胞 ト見 做 スヲ最 モ妥 當

ト考 フル モ ノニ シテ,從ツ テ透明 主細 胞 ノ出

現 著 シキ腎臓 疾 患例 上皮 小體 ハ孰 レモ機 能 亢

進 状態 ニ在 ル モノ ト思惟 スル モ ノナ リ.

上 皮 小體 ノ肥 大増 生 ノ如 キ形 態學 的變 化 ガ

機 能 的ニ 如何 ナル意 義 ヲ有 スル ヤニ就 キテ ハ

學者 ノ論 議ニ 未 ダ一 致 ヲ缺 ク.就 中Erdheim,

Gierke等 ハ之 ヲ機 能亢 進 ノ表 徴 トナ シタル

モ,Schirokogorowハ 上 皮小體 ノ肥 大増生 ハ

單ニ 該 臓 器ニ機能變 調 ノ存 在 スル ヲ物 語ル ニ

過 ギズ トナ セ リ.余 ノ所 見ヲ按 ズル ニ腎臓 疾

患 例 ノ上皮 小體 ニ於 テ認 メ ラルル透 明 主細 胞

ノ増加,大 型 透明 主細 胞 ノ出現 顯 著,核 分 裂

像 ノ證 明,主 細 胞 ノ「ロゼ ウテ ン」形 成 及 ビ腺

腫 樣増 殖等 ハ敦 レモ機 能的 ニ 同1列 ノ所 見 ニ

シテErdheim等 ノ説 ケル如 ク機能亢 進 ノ表

徴 ト見做 スベ キ モノナ リ トス.

文 獻ニ 徴 ス ル ニ腎臓 炎又 ハ尿毒 症 ニ際 シテ

時ト シテ「テ タ ニー」若 クハ痙攣 質 状態 ノ發 現

スル コ トアルハ1862年Imbert-Gourbeyre

ノ報 告以 來Hoffmann, Wick, Stein, Bauer,

Eppinger, Rudinger and Berger, Blum,

Mainzer, Hartman, Bolliger u. Doub, Klin-

ke等 ノ報 告 ア リ.又 腎 炎 患者ニ 於 テ血 清「カ

ル チユウ ム」ノ減 少 ヲ來 タ ス事實 モZondek,

Petow u. Siebert, Salvescu, Schmitz und

Rohdenburg, Boyd, Courtney & Mc. La-

chlan, Nelken u. Steinitz, Pinkus, Petersen

u. Kramer, Hartman, Bolliger u. Doub,

Mainzer, Lebermann, Shi-Hao-Liu, Klinke

小津,長 谷等 ノ報 告 ニ ヨ リ知 ラ レタ リ.更 ニ

又體 内 諸臓器 ニ多發性ニ 石 灰沈 着 ヲ來 ス現象

ガ腎臓 疾患ト 密接 ナル關 係 ヲ有 スベ キ コ トハ

石 灰轉 移説 ヲ創唱 セルVirchowノ 夙ニ 注 目

セル トコロニ シテ爾來Kischensky, Stade,
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Hedinger, Schmidt, Liebscher,開 田 等 ニ ヨ

リテ之 ヲ立 證 スベ キ報 告相踵 デ出デ タ リ.尚

ホFletcher, Cameron, Bergetrand等 ハ腎

炎ニ 於 テ骨 系 統ニ 吸收 増 進其 ノ他 ノ變 化 ノ來

ル コト ヲ認 メタ リ.

「テ タ ニー」,石 灰新 陳 代謝 障碍又 ハ骨系 統

ノ病 變 ノ如 キハ敦 レモ上 皮小體 機 能ト 緊密 ナ

ル關係 ヲ有 スル ハ周 知 ノ事實 ナル ヲ以 テ,腎

臓 疾 患ニ 於 ケル之 等 ノ障碍 ノ發 來 ハ上 皮小體

「ホ ル モ ン」 ノ 分 泌 ヲ促進 セ シム ル 刺 戟 トナ

ルベク.是 ニ由 リテ上 皮 小體 ノ機 能亢進 ヲ招

來シ,該 臓 器 ノ代 償性 肥 大 ヲ見ル ニ至 レル モ

ノ ナルベ キハ容易ニ 首肯 シ得 ル トコロ ナ リ ト

ス.

尚 ホ骨髓性 白血病 ノ2例 ニ於 テ透 明 主細 胞

ノ出現 高度 ナル ヲ見 タル ガ,是 レ亦當該 疾 患

ト密接 ナル 因果 關係ヲ 有 スル上 皮 小體 ノ機 能

亢進状 態 ト認 ムベ キ モノ ノ如 シ.蓋 シVerse

ハ慢性 骨 髓性 白 血病ニ 於 テ石 灰轉 移 ヲ伴 ヒ,

骨髓 増 生 ニ ヨ リテ 骨質 ノ破 壤 吸收 ノ存在 ヲ認

メタル例 ヲ報 告 セ シガ,余 ノ例 ニ於 テ モ恐 ラ

ク 同樣 ノ關係 ニ ヨ リ石 灰新 陳 代謝 障碍 ヲ來 タ

シ,上 皮 小體 ノ反 應性 變 化ヲ 現 セル モ ノナ ル

ベ シ .

第6章 結 論

1. 腎臓疾患例ノ上皮小體ハ大サ,重 量共

ニ著 シク増加ス.

2. 腎臓疾慰例ノ上皮小體ニ於テハ透明主

細胞ノ出現著 シ,且 主細胞ノ増生乃至腺腫樣

増殖ヲ見ルモノアリ.

3. 腎 臓 疾患 例 ノ上皮 小體 ニ於 テ ハ嗜酸 性

細胞 ノ萎 縮,減 少,膠 樣質 ノ減少 ヲ認 ム.

4. 腎 臓疾 患例 ノ上 皮 小體 ハ機 能亢 進状 態

ニ アル モ ノ多 シ.
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附 圖 説 明

第1圖 對照 例 第19例(31歳 男,直 腸癌).上 皮

小體(Zeiss 7×10).透 明主細 胞(±).

暗色 主 細胞(++++).

第2圖 同 上.(Zeiss 7×40).

第3圖 腎臓 疾 患例 第2例(15歳 男,慢 性 腎 炎,

尿毒 症).上 皮 小體(Zeiss 7×10).透 明

主細 胞(++++).暗 色 主細 胞(±).

第4圖 同 上.(Zeiss 7×40).

弟5圖 腎 臓 疾患 例 第15例(47歳 女,「 ネ フ ロー

ゼ」,尿 毒 症).上 皮 小體(Zeiss 5×10).

A. 腺腫 樣 増殖 部

B. 正常 部

C. 「リボ マ トー ゼ」

第6圖 同 上.腺 腫 樣増 殖 部(Zeiss 7×10).
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第1圖 第2圖

第3圖 第4圖

第5圖 第6圖


